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渡島総合振興局産業振興部商工労働観光課
「訪日外国人宿泊客数調査」について
　本調査は、道が平成２２年２月に制定した「北海道観光入込客数調査要領」（「訪日外国　本調査は、道が平成２２年２月に制定した「北海道観光入込客数調査要領」（「訪日外国
人観光客動態調査」（H9.2月制定）に準ずる）に基づき、各市町村の宿泊施設等における宿
泊外国人の「国別宿泊客数」及び「国別宿泊客延数」について、調査を実施しております。

○用語の定義
『訪日外国人』
　日本以外の国に居住している者で、訪日の目的が報酬を得ることではない観光客。

『宿泊施設等』
　旅館業法に定めるホテル、旅館、簡易宿所及びキャンプ場

 

（１）
１　概況

　旅館業法に定めるホテル、旅館、簡易宿所及びキャンプ場

　平成２２年度(４月～３月、以下同様)に管内を訪れた外国人の宿泊客数は１７５,０
８８人で、対前年比１２１.４％、実数にして３０,８７７人の増加となり、平成９年の
調査以来最も多い数値となっています。
　増加の要因としては、前年度のような新型インフルエンザの影響による落ち込みが見
られなかったことに加え、アジア地域全体における経済状況の好転や、チャーター便の

（２）

30,877 121.4

　国別の宿泊客数を見てみると、台湾が最も多く、次いで韓国、中国、香港の順となっ
ており、アジア全体の占める割合は、約９４％となっています。

宿泊客数

［外国人宿泊客数］
平成２１年度平成２２年度 

175,088

(単位：人・％)
増減人数 対前年比

144,211

られなかったことに加え、アジア地域全体における経済状況の好転や、チャーター便の
増加によるものと考えられます。
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ており、アジア全体の占める割合は、約９４％となっています。
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